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大
転
換
期

明
治
維
新
と
時
を
同
じ
く
し
て

兵
庫
県
が
発
足
し
て
1
5
0
年
が

経
と
う
と
す
る
今
、世
界
は
大
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

変
化
の
原
動
力
は
、情
報
通
信

技
術
で
す
。情
報
に
は
時
間
、空

間
の
壁
は
あ
り
ま
せ
ん
。情
報
を

瞬
時
に
共
有
す
る
基
盤
が
地
球
規

模
で
整
い
、貨
幣
ま
で
も
が
国
境

を
超
え
て
飛
び
交
う
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。人
工
知
能
が
人
間
の

領
域
を
脅
か
す
世
界
も
現
実
化
し

て
い
ま
す
。

経
済
の
勢
力
図
が
書
き
換
え
ら

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
や
成
長
の

中
心
は
中
国
で
す
。例
え
ば
、発

展
著
し
い
広
東
省
の
経
済
力
は
、

友
好
提
携
し
た
1
9
8
3
年
に
は

本
県
の
半
分
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、今
で
は
本
県
の
7
倍
に
達

し
て
い
ま
す
。次
に
は
イ
ン
ド
、さ

ら
に
は
ア
フ
リ
カ
が
控
え
て
い
ま

す
。日

本
で
は
人
口
減
少
、高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。明
治
以
降
増

加
し
て
き
た
人
口
は
、少
子
化
に

よ
り
長
期
の
減
少
局
面
に
入
っ
て

い
ま
す
。昨
年
は
40
万
人
の
自
然

減
、本
県
で
も
年
1
万
人
以
上
の

ペ
ー
ス
で
減
少
し
て
い
ま
す
。今

後
50
年
、1
0
0
年
に
わ
た
る
人

口
減
少
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
も
、人
々
の
価
値
観
が
多

様
化
し
て
い
ま
す
。人
と
の
つ
な
が

り
、時
間
の
豊
か
さ
、健
康
な
ど
、

一
人
一
人
が
自
分
の
大
切
に
す

る
価
値
を
追
求
す
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

大
き
く
変
化
す
る
世
界
の
中
に

あ
っ
て
、人
口
が
減
り
、少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
も
活
力
を
保
ち
、

誰
も
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地

域
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
主
役
は
県
民

振
り
返
れ
ば
1
5
0
年
前
の
日

本
も
大
転
換
期
に
あ
り
ま
し
た
。

産
業
革
命
に
よ
り
工
業
化
し
た
欧

米
列
強
が
ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
の

植
民
地
化
に
乗
り
出
し
、つ
い
に

そ
の
手
が
極
東
の
小
さ
な
島
国
に

伸
び
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
波
に
立
ち
向
か
っ
た
の

が
幕
末
の
若
き
志
士
た
ち
で
し
た
。

明
治
維
新
に
計
画
も
設
計
図
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。過
去
か
ら

の
延
長
線
上
で
し
か
対
処
で
き
な

い
幕
府
に
危
機
感
を
抱
き
、列
強

に
対
抗
で
き
る
近
代
国
家
を
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
夢

を
追
っ
て
果
敢
に
行
動
し
た
若
者

た
ち
が
新
し
い
国
を
つ
く
る
力
と

な
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
今
。時
代
を
変
え
る
志

士
と
な
る
の
は
、若
者
を
は
じ
め
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
で
す
。既
存

の
枠
組
み
を
超
え
る
新
た
な
発
想

で
こ
の
大
転
換
期
を
乗
り
越
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
未
来
へ
の
扉
を
開
く

兵
庫
1
5
0
年
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
、そ
こ
に
は
常
に
、激
し
い

変
化
の
中
で
も
明
る
い
未
来
を
願

い
、奮
闘
し
て
き
た
人
々
の
姿
が

あ
り
ま
す
。

気
候
風
土
、文
化
の
異
な
る
五

国
の
統
合
に
よ
る
大
兵
庫
県
の
誕

生
。工
業
化
と
都
市
化
。不
況
と

戦
争
。焼
け
野
原
か
ら
の
戦
災
復

興
。高
度
経
済
成
長
。阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
。

そ
し
て
、そ
の
間
ず
っ
と
続
け
ら

れ
て
き
た
、個
性
豊
か
な
五
つ
の

地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
総
合
力
を

発
揮
す
る
雄
県
兵
庫
を
つ
く
る
取



今年は兵庫県が成立して150周年目に当たります。この節目に県民一人
一人が歴史を振り返り、兵庫の未来を考える機会とするため、記念事業を
全県で展開していきます。

県政150周年記念事業室 078（362）4263 078（362）3950

県政150周年記念事業の展開

兵庫県の成り立ち
兵庫県が成立したのは神戸開港の翌年、1868（慶応4）
年5月23日（新暦7月12日）です。初代知事は、後に初代
内閣総理大臣となる伊藤博文。当初は神戸を中心に複
数の飛び地を所轄する小さな県でしたが、その後の廃藩
置県や併合を経て、1876（明治9）年に現在の県域とほ
ぼ同じ姿となりました。　� 兵庫県知事時代の伊藤博文▶

T O P I C S

り
組
み
。

順
風
満
帆
な
道
の
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
の
時
々
の

県
民
の
力
で
着
実
に
発
展
へ
の
道

を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

県
政
1
5
0
年
を
迎
え
る
今
、

改
め
て
歴
史
を
振
り
返
る
意
味
は

何
か
。そ
れ
は
、先
人
た
ち
の
夢
と

行
動
が
今
の
兵
庫
を
つ
く
っ
て
き

た
こ
と
を
知
る
た
め
で
す
。未
来

を
知
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、

未
来
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
る
。

そ
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
な
の
で
す
。

必
要
な
の
は
、夢
と
行
動
。将

来
を
不
確
実
と
見
る
か
、無
限
の

可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
と
見
る

か
は
、私
た
ち
次
第
で
す
。世
界

は
急
速
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、未

来
は
き
っ
と
現
在
の
延
長
線
上
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
ず
、変
化
を
恐
れ
る
こ
と

な
く
、新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

参
画
と
協
働
の
基
本
姿
勢
に
立

ち
返
り
、安
全
安
心
の
確
か
な
基

盤
の
上
に
、県
民
が
望
む
生
き
方
、

働
き
方
が
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
、

こ
れ
こ
そ
兵
庫
の
新
時
代
を
拓
く

道
筋
で
す
。

さ
あ
皆
さ
ん
、未
来
へ
の
扉
を

と
も
に
開
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

ポータルサイト「兵庫県政150周年」
記念事業で紹介したイベント情報や、漫画「兵庫の歴史」、150周年記念特別
映像など、150周年に関する情報を発信しています。 兵庫県政150周年 検索

●県政150周年記念式典
150周年を県民の皆さんと共に祝い、将来の兵
庫の姿を共有する機会として開催します。
開 催 日：7月12日㊍
開催場所：神戸国際会館
内 容：�芸術文化センター管弦楽団の記念演奏や

兵庫2030年の展望（仮称）の発表など

●「兵庫2030年の展望
　（仮称）」発表
社会の大きな変化が見込
まれる2030年ごろの兵庫
の目指す姿とその実現に向
けた取り組みの方向性等を
取りまとめます。

●県民連携事業
県民の皆さんが企画・実施する、
創意工夫にあふれたさまざまな取
り組みを支援します。
事業実施期間：�2018年度中
助成額：1団体5万円～50万円
対 象：�県内で活躍する地域団

体、ボランティア団体�
など

●ひょうご五国博の開催
ふれあいの祭典を「ひょうご五国博」とし
て内容を拡充して開催します。
開 催 日：10月20日㊏、21日㊐
開催場所：県立明石公園とその周辺
内 容：�ステージイベント、ブース出展

により、ひょうご五国の魅力を
発信
※上記の他、五国で地域事業あり

●初代県庁の復元
初代県庁復元施設の基本設計等を
行うとともに、県民が県の成立や兵
庫五国の歴史などへの理解を深める
県政資料館（仮称）の基本構想・基
本計画を策定します。

●県史の編さん
兵庫県百年史を継ぐ、これまでの歩み
を振り返り次代を開く礎となる兵庫県
史を編さんします。
対象期間：1967年～2018年
発行時期：2022年3月（予定）

参加しませんか

進めていきます

主な150周年記念事業
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3

予
算
編
成
の
基
本
方
針

行
財
政
構
造
改
革
の
着
実
な
実
行

最
終
2
カ
年
行
革
プ
ラ
ン
で

定
め
る
財
政
運
営
の
平
成
30
年

度
の
目
標
達
成
に
向
け
、改
革
の

視
点
を
踏
ま
え
、行
財
政
全
般
に

わ
た
る
構
造
改
革
を
着
実
に
実

行
し
ま
す
。

�「
兵
庫
の
新
時
代
を
切
り
拓
く
」

施
策
の
推
進

県
政
の
原
点
で
あ
る
県
民
と
の

「
参
画
と
協
働
」
を
基
本
姿
勢
と

し
つ
つ
、県
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

踏
ま
え
、「
新
時
代
の
兵
庫
づ
く
り

（
県
政
1
5
0
周
年
記
念
事
業
）」

「
安
心
で
き
る
社
会
づ
く
り
」「
次

代
を
担
う
人
づ
く
り
」「
元
気
な
地

域
づ
く
り
」「
社
会
基
盤
の
充
実
」

を
県
政
の
重
点
施
策
と
し
て
、積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
業
の「
選
択
と
集
中
」の
徹
底

新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
に
当
た

っ
て
は
、既
存
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
見
直
し
て
財
源
の
確
保
に
努

平
成
30
年
度

当
初
予
算

め
、事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
の

徹
底
を
図
り
ま
す
。

国
の
動
向
等
の
適
切
な
反
映

地
方
創
生
や
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
、経
済
・
財
政
再
生
計

画
に
基
づ
く
歳
出
改
革
な
ど
、国

の
政
策
動
向
や
予
算
編
成
、地
方

財
政
対
策
に
つ
い
て
そ
の
動
向
を

十
分
注
視
し
、県
予
算
へ
適
切
に

反
映
し
ま
す
。

市
町
と
の
連
携
・
協
調
の
推
進

効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
執
行
、

県
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

市
町
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、

連
携
・
協
調
し
た
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

歳
入
確
保
対
策
の
推
進

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
の
予

算
編
成
を
行
う
に
当
た
り
、税
収

確
保
対
策
を
は
じ
め
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
や
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
寄

附
金
な
ど
の
歳
入
確
保
対
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

働
き
方
改
革
に
よ
る
効
率
化

効
率
的
な
業
務
の
執
行
、仕
事

と
生
活
の
調
和
な
ど
働
き
方
改
革

の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

通
年
予
算
の
編
成

災
害
対
策
な
ど
の
緊
急
的
な
対

策
を
除
き
、通
年
予
算
を
編
成
し

ま
す
。

歳
入

県
税
等�

8
0
4
9
億
円

神
戸
市
に
移
管
さ
れ
た
義
務
教

職
員
人
件
費
の
財
源
と
し
て
個
人

住
民
税
所
得
割
2
％
分
（
2

 
4
 8 

億
円
）
が
移
譲
さ
れ
個
人
関
係
税

が
大
幅
減
と
な
る
も
の
の
、内
需

の
回
復
基
調
等
を
反
映
し
た
地
方

消
費
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、前
年

度
を
56
億
円
上
回
る
8
0
4
9
億

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
等�

4
1
0
3
億
円

臨
時
財
政
対
策
債
（
1

 
1
 2 

4
億
円
）
を
含
む
実
質
的
な
地
方

交
付
税
は
、算
定
の
基
礎
と
な
る

基
準
財
政
収
入
額
が
伸
び
る
こ

と
か
ら
、前
年
度
を
14
億
円
下
回

一般会計 1兆8,880億円 ｜ 特別会計 1兆5,476億円 ｜ 公営企業会計 2,782億円 
総額 3兆7,138億円 対前年度比

115.8％

平
成
30
年
度
は
、最
終
2
カ
年
行
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、収
支
均
衡
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、

県
政
1
5
0
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
、本
格
的
な
人
口
減
少
局
面
を
迎

え
る
中
で
も
、元
気
な
兵
庫
を
つ
く
る
た
め
、地
域
創
生
に
本
格
的
に
取
り
組
む
予
算
と
し
、

中
長
期
的
な
兵
庫
の
進
む
べ
き
方
向
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

県税等
42.6%

地方交付税等
21.7%

諸収入
17.5%

国庫支出金
8.5%

県債
5.1%

繰入金 2.6%
使用料及び手数料 1.2% 地方特例交付金ほか 0.8%

教育費
19.7%

民生費
16.7%

商工費
15.0%

公債費
14.2%

総務費
11.3%

土木費
7.5%

警察費
7.2%

農林水産費 4.4%
衛生費 3.0% 災害復旧費ほか 1.0%

予
算
編
成
の
基
本
方
針

歳　
入

平成30年度

当初予算

歳入歳出



4

る
4
1
0
3
億
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

国
庫
支
出
金�

1
6
0
0
億
円

医
療
介
護
推
進
基
金
積
立
の
た

め
の
交
付
金
や
地
方
創
生
推
進
交

付
金
が
増
と
な
る
も
の
の
、国
民

健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
積
立

の
た
め
の
交
付
金
を
新
た
に
設
置

す
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に

計
上
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、前

年
度
を
44
億
円
下
回
る
1

 
6
 0 

0
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

県
債�

9
5
4
億
円

投
資
的
経
費
に
活
用
す
る
県

債
は
、緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の

活
用
や
公
共
施
設
等
適
正
管
理

事
業
債
の
増
な
ど
に
よ
り
、前
年

度
を
52
億
円
上
回
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、財
源
対
策
に
活
用
す
る
県

債
は
、収
支
均
衡
を
達
成
す
る
こ

と
か
ら
発
行
せ
ず
、県
債
全
体
で

は
、前
年
度
を
1
1
7
億
円
下
回

り
ま
し
た
。

●�

県
債
残
高
（
今
後
、金
融
機
関
な
ど
に

実
際
に
償
還
す
べ
き
残
高
）
の
推
移

実
際
に
償
還
す
べ
き
残
高
は
、

4
兆
8
2
8
5
億
円
と
な
り
、後

年
度
に
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
臨
時
財
政
対
策
債
、減
収
補
填

債
（
75
％
）
を
除
く
県
債
残
高
は
、

前
年
度
中
の
補
正
予
算
債
や
後
年

度
の
借
換
債
の
前
倒
し
発
行
に
よ

り
前
年
度
当
初
か
ら
8
4
5
億
円

増
加
し
、3
兆
5
0
7
億
円
と
な

り
ま
す
。

歳
出

人
件
費�

4
6
8
5
億
円

退
職
手
当
が
、退
職
給
付
水
準

の
引
き
下
げ
に
よ
り
減
と
な
る
一

方
、職
員
給
は
、人
員
削
減
に
伴

う
減
が
あ
る
も
の
の
平
成
29
年
度

給
与
改
定
影
響
や
給
料
の
減
額
措

置
の
縮
小
な
ど
に
よ
り
前
年
度
か

ら
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、人
件
費

全
体
と
し
て
は
、前
年
度
を
11
億

円
上
回
る
4
6
8
5
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

行
政
経
費�

7
8
2
7
億
円

県
政
1
5
0
周
年
記
念
事
業
や

地
域
創
生
の
推
進
の
た
め
の
交
付

金
が
増
と
な
る
一
方
、中
小
企
業

制
度
資
金
貸
付
金
が
融
資
実
績
等

か
ら
金
融
機
関
へ
の
預
託
金
が
減

と
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、前
年

度
を
25
億
円
下
回
る
7
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億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

投
資
的
経
費�

1
8
8
4
億
円

全
体
で
は
、前
年
度
を
48
億
円

上
回
る
1
8
8
4
億
円
を
計
上
し

ま
し
た
。普
通
建
設
事
業
費
に
つ

い
て
は
、地
方
財
政
計
画
の
水
準

を
基
本
と
し
つ
つ
、山
地
防
災
・

土
砂
災
害
対
策
、緊
急
防
災
・
減

災
事
業
、長
寿
命
化
・
環
境
整
備

対
策
の
事
業
推
進
を
図
る
た
め
必

要
な
事
業
費
（
1
7
5
億
円
）
を

別
枠
で
確
保
し
ま
し
た
。

公
債
費�

2
6
8
1
億
円

平
成
26
年
度
に
発
行
し
た
臨
時

財
政
対
策
債
の
元
金
償
還
開
始
等

に
よ
り
元
金
が
増
と
な
る
一
方
、

発
行
利
率
の
低
下
に
よ
り
県
債
利

子
が
減
と
な
る
こ
と
か
ら
、前
年

度
を
68
億
円
下
回
る
2
6
8
1
億

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

財
政
課

0
7
8（
3
6
2
）3
0
8
2

0
7
8（
3
6
2
）9
0
4
9

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000
（億円）

H６

12,604

11,648

956

H７

15,870

1,080

14,790

H８

18,221

1,093

17,128

H27H26 H28 H29
当初

H30
当初

46,43146,342 46,94247,660 48,285

14,161 15,732

1,5881,600
1,548

5,969
6,020

24,71325,574

5,859

13,309

25,140

6,053

1,649

14,818 16,342

1,436

5,861

24,64623,642

（H６～H28：決算、H29、H30：当初予算）

（年度）

30,507
実
質
的
な
県
債
残
高（※

）

通常債等
財源対策債
減収補填債
（交付税算入率75％）

臨時財政対策債
（交付税算入率100％）

※�県債残高の総額から、後年度に地方交付税で措置される臨時財政対策債と減収補填
債（75%）の残高を除いた県債残高

県債残高（今後、金融機関などに実際に償還すべき残高）
の推移

（年度）

8,233

12,131

5,303 4,818

H７ H８ H26 H27 H28 H29当初

（億円） （H7～H28：決算、H29、H30：当初予算）

0
2,000
4,000
6,000
8,000
10,000
12,000
14,000

4,386 3,992

H30当初

3,615

震災関連県債残高の推移（普通会計ベース）

区　　　　　分 H30年度当初 H30年度までの目標

収支不足額 0 収支均衡

実質公債費比率（単年度）※1 14.9％ 18％水準

県債残高
（臨時財政対策債等を除く）※2 79.1％ H19の80％水準

将来負担比率
（震災関連県債残高を除く）※1 246.9％ 250％水準

（H19の全国平均水準）

県債管理基金積立不足率 ※1 35.7％ H19の3分の2水準

経常収支比率 ※1 95.8％ 90％水準
※1��教職員給与負担事務の政令市への移譲に伴う標準財政規模の縮減、借換債の前倒し発行による県債管
理基金残高等の影響を考慮した場合の数値

※2��県債残高は、臨時財政対策債等に加え、補正予算債を除いた数値

歳
入
で
は
、個
人
住
民
税
特

別
徴
収
の
一
斉
指
定
等
に
よ

る
県
税
収
入
確
保
や
交
付
税

措
置
の
あ
る
地
方
債
の
活
用

な
ど
、歳
出
で
は
、一
般
行
政

部
門
等
に
お
い
て
2
9
4
人

の
定
員
を
削
減
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、平
成
29
年
度
当

初
予
算
に
お
け
る
収
支
不
足

額
1
7
0
億
円
を
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

主な財政指標（財政運営の目標の状況）

歳　
出

収
支
不
足
の

解
消
に
つ
い
て
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平
成
30
年
度
の
主
な
事
業

安
心
で
き
る
社
会
づ
く
り

子
育
て
環
境
の
充
実

保
育
定
員
を
増
や
す
と
と
も
に
、

待
機
児
童
が
集
中
し
て
い
る
都
市

部
で
の
受
け
皿
整
備
を
加
速
す
る

た
め
、建
物
の
賃
料
や
用
地
取
得

に
伴
う
利
子
負
担
に
助
成
し
ま
す
。

病
児
・
病
後
児
保
育
の
実
施
箇
所

も
増
や
し
ま
す
。

こ
れ
と
併
せ
て
、保
育
士
の
処

遇
改
善
を
行
い
、保
育
人
材
の
定

着
と
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
家
庭
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、県
独
自
に
中
間
所
得
層

の
第
2
子
以
降
を
対
象
と
し
た
保

育
料
助
成
額
を
一
律
1
千
円
増
や

し
ま
す
。例
え
ば
3
歳
未
満
の
第

3
子
に
は
月
7
千
円
ま
で
助
成
し

新
時
代
の
兵
庫
づ
く
り

地
域
創
生
の
展
開

戦
略
を
改
定
し
、元
気
な
高
齢

者
を
増
や
す
健
康
長
寿
社
会
づ
く

り
も
自
然
増
対
策
と
位
置
付
け
、

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
創
生
を
加
速
す
る
た
め
、

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
と
拠

点
整
備
交
付
金
を
最
大
限
に
活
用

し
ま
す
。ま
た
、地
域
の
資
源
を

生
か
し
た
魅
力
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、県
民
局
・
県
民
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
を
促
し
ま
す
。さ
ら

に
、本
県
独
自
の
地
域
創
生
交
付

金
を
創
設
し
、地
域
創
生
戦
略
の

推
進
に
向
け
た
市
町
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
き
め
細
や
か
に
支
援

し
ま
す
。

医
療
・
介
護
の
充
実

▼
医
療
・
介
護
の
体
制
整
備

団
塊
の
世
代
が
全
員
75
歳
以
上

に
な
る
2
0
2
5
年
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

保
健
医
療
計
画
と
老
人
福
祉

計
画
を
同
時
に
改
定
し
、医
療
と

介
護
の
体
制
を
一
体
的
に
整
備

し
ま
す
。

病
院
に
お
け
る
回
復
期
病
床
へ

の
転
換
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
を
並
行
し
て
進
め
ま
す
。

ま
た
、神
戸
市
西
区
玉
津
に
あ
る

県
内
最
初
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
万
寿
の
家
」
を
元
鈴
蘭
台
西

高
校
用
地
に
移
転
す
る
と
と
も
に
、

民
間
活
力
を
活
用
し
、地
域
の
介

護
福
祉
拠
点
を
整
備
し
ま
す
。

在
宅
介
護
で
は
、定
期
巡
回
・

随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
に
参
入
す
る

事
業
者
を
増
や
す
た
め
、人
件
費

に
加
え
、事
業
所
の
整
備
費
や
賃

料
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。24
時

間
対
応
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
増
や
し
、在
宅
看
護
の
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

▼
介
護
人
材
の
養
成

介
護
人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
を
新

た
に
県
内
5
カ
所
で
開
設
し
、就

職
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、外
国

人
技
能
実
習
制
度
を
活
用
し
て
介

護
職
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。

総
合
衛
生
学
院
で
は
、2
0
1
9

年
度
か
ら
介
護
福
祉
士
学
科
を
設

置
し
ま
す
。

▼
地
域
医
療
の
充
実

地
域
の
医
療
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、改
定
す
る
保
健
医

療
計
画
で
は
2
次
保
健
医
療
圏
域

の
再
編
や
準
圏
域
の
設
定
を
予
定

し
て
い
ま
す
。疾
病
・
事
業
ご
と

に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
体

制
を
構
築
し
ま
す
。

▼
県
立
病
院
の
充
実

丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

の
2
0
1
9
年
度
開
院
を
目
指
し
、

整
備
を
進
め
ま
す
。は
り
ま
姫
路

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）
は

設
計
を
進
め
ま
す
。西
宮
病
院
と

西
宮
市
立
中
央
病
院
の
統
合
再
編

ま
す
。

保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、21
時
ま
で
延
長
保

育
を
行
う
保
育
所
や
19
時
半
ま
で

開
所
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
ま
す
。

地
域
三
世
代
家
族
の
育
成
に
取
り

組
む
地
区
を
増
や
し
、シ
ニ
ア
世

代
に
よ
る
ふ
る
さ
と
文
化
の
伝
承

を
支
援
し
ま
す
。

新
時
代
の

兵
庫
づ
く
り

安
心
で
き
る

社
会
づ
く
り

七夕祭り。地域の伝統行事を継承していきます
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は
基
本
方
針
を
明
確
化
し
、が
ん

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
今
後
の
在

り
方
を
検
討
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

▼
健
康
寿
命
の
延
伸

県
民
の
健
康
寿
命
の
男
女
と
も

1
歳
延
伸
を
め
ざ
し
ま
す
。

特
定
健
診
の
結
果
や
医
療
費
、

介
護
保
険
の
デ
ー
タ
を
収
集
解
析

し
、地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
健

康
課
題
を
示
し
、生
活
習
慣
の
改

善
を
促
し
ま
す
。

社
員
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
企
業
を
応
援
し
ま
す
。が
ん
検

診
や
歯
科
健
診
の
受
診
費
用
に
対

す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
で
健
康
に
働
け
る
環

境
を
整
え
る
た
め
、「
フ
ァ
ミ
リ

ー
パ
ッ
ク
（
中
小
企
業
従
業
員
共

済
事
業
）」へ
の
助
成
を
行
い
、人

間
ド
ッ
ク
な
ど
の
利
用
を
促
進
し

ま
す
。

▼
認
知
症
医
療
体
制
の
充
実

認
知
症
予
防
と
「
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
」
に
よ
る
早
期
発
見
を
推
進

し
ま
す
。ま
た
、認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
を
増
設
す
る
と
と
も

に
、地
域
ご
と
に
医
療
機
関
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、身
近
な

医
療
機
関
で
の
相
談
か
ら
診
断
、

支
援
へ
と
切
れ
目
な
く
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
制
度
の
基
盤

強
化

国
民
健
康
保
険
の
運
営
基
盤
を

強
化
す
る
た
め
、新
年
度
か
ら
市

町
と
と
も
に
県
も
保
険
者
に
な
り

ま
す
。制
度
改
革
に
伴
い
保
険
料

が
急
激
に
上
昇
す
る
市
町
へ
は
激

変
緩
和
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、円

滑
な
移
行
に
努
め
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く

り
の
推
進

▼
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
の

理
念
と
施
策
を
規
定
し
た
条
例
を

制
定
し
ま
す
。併
せ
て
、手
話
講

座
を
各
地
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、

失
語
症
の
人
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、意
思
疎
通
支
援
者
を

養
成
し
ま
す
。

鉄
道
事
業
者
と
連
携
し
、駅
舎

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ド
ア
の

設
置
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、視
覚
障
害
者
の
安
全
確
保

の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

「
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
」
も
引

き
続
き
展
開
し
ま
す
。

▼
障
害
者
の
安
全
安
心
の
確
保

障
害
者
福
祉
施
設
の
整
備
促
進

と
障
害
者
の
自
立
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研

究
所
を
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
拠
点
と
す
る
た
め
機
能

強
化
し
、阪
神
地
域
で
は
新
た
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
必

要
性
を
検
討
し
ま
す
。

▼
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
の
整

備
検
討

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
2
0
2
1
関
西
を
見
据
え
、障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
る
た

め
、県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

安
全
安
心
の
地
域
づ
く
り

▼
自
殺
対
策
の
強
化

2
0
1
7
年
の
県
内
の
自
殺
者

数
は
9
7
6
人
と
2
年
連
続
で
千

人
を
下
回
り
ま
し
た
。さ
ら
に

「
い
の
ち
と
心
の
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ

ヤ
ル
」
の
回
線
数
を
増
や
し
、

S
N
S
も
活
用
し
て
相
談
体
制
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

▼
消
費
生
活
相
談
の
強
化

消
費
者
問
題
が
多
様
化
、複
雑

化
し
て
い
ま
す
。市
町
の
相
談
体

制
も
整
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、県

の
地
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相

談
機
能
を
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ

ー
に
集
約
し
、高
度
な
相
談
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

▼
民
泊
の
適
正
な
運
営
の
確
保

6
月
に
住
宅
宿
泊
事
業
法
、い

わ
ゆ
る
民
泊
法
が
施
行
さ
れ
ま

す
。生
活
環
境
の
悪
化
や
ト
ラ
ブ

ル
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、民
泊
を
制
限
す
る
区
域
や

期
間
を
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ

て
設
定
し
、適
正
な
運
営
を
誘
導

し
ま
す
。

丹波医療センター完成予想図

平成30年度の主な事業

兵庫県いのちと心の
サポートダイヤル

心の健康相談を中心に、自殺予防につな
がるよう、精神保健福祉士や臨床心理士
らが相談に応じます。

相談時間 月曜～金曜�18時～翌朝8時30分
※土曜、日曜、祝休日は24時間対応

078（382）3566電話番号

市町や県が設置する、近くの消費
生活相談窓口につながります。商
品やサービスなど消費生活に関す
る相談を消費生活相談員がお受け
し、解決に向けた助言・あっせん等
を行います。

消費者ホットライン

局番なし 1
　 い や や！ 

88番

譲りあい感謝マーク

内部障害者や難病患者など、配慮が必要なことが外見からは分
かりにくい人が身に付けています。これらのマークを付けている人
を見掛けたら、バスや電車で座席を譲るなど、配慮してください。

ヘルプマーク
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組
み
、中
学
生
へ
は
、ふ
る
さ
と

の
魅
力
発
見
を
促
す
副
読
本
を

配
布
し
ま
す
。

▼
県
立
高
校
の
特
色
化

学
び
た
い
こ
と
が
学
べ
る
高
校

の
魅
力
・
特
色
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、姫
路
西
高
校
に
国
際
理
学

科
を
、武
庫
荘
総
合
高
校
に
福
祉

探
求
科
を
新
設
す
る
な
ど
、高
校

の
特
色
化
を
進
め
ま
す
。

高
校
生
の
海
外
留
学
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、県
立
高
校
10
校
を

指
定
し
、国
際
的
に
活
躍
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

▼
小
規
模
校
へ
の
対
応

小
規
模
高
校
で
も
多
様
な
学
び

が
で
き
る
よ
う
、遠
隔
授
業
シ
ス

テ
ム
を
2
校
に
導
入
し
、そ
の
効

果
を
検
証
し
ま
す
。

▼
い
じ
め
や
問
題
行
動
へ
の
対
応

い
じ
め
や
問
題
行
動
の
深
刻
化

を
防
ぐ
鍵
は
、

早
期
発
見
で
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
を
増
や

す
と
と
も
に
、

S
N
S
を
活
用

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

教
育
の
充
実

▼
学
力
向
上
対
策
の
推
進

子
ど
も
の
学
力
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。県
教
育
委
員
会
が
指
定

す
る
市
町
を
中
心
に
、地
域
人
材

を
活
用
し
た
放
課
後
の
補
充
学
習

を
拡
充
し
ま
す
。「
ひ
ょ
う
ご
つ

ま
ず
き
ポ
イ
ン
ト
指
導
事
例
集
」

を
活
用
し
て
授
業
の
改
善
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

▼
兵
庫
型「
体
験
教
育
」の
充
実

本
物
に
触
れ
、周
囲
と
の
絆
を

感
じ
る
経
験
を
通
し
て
豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
兵
庫

型
「
体
験
教
育
」
を
推
進
し
ま
す
。

小
学
5
年
生
の
自
然
学
校
で
は
、

感
動
体
験
を
も
た
ら
す
魅
力
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
に
取
り

新
た
な
教
育
研
究
棟
や
国
際
学
生

寮
を
整
備
し
ま
す
。

環
境
人
間
学
部
で
は
専
門
教
育

を
横
断
的
に
進
め
る
た
め
、コ
ー

ス
を
再
編
し
ま
す
。

▼
専
門
人
材
の
育
成

実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
う
専

門
職
大
学
に
つ
い
て
、但
馬
で
観

光
・
文
化
を
テ
ー
マ
に
、開
設
に

向
け
た
具
体
的
な
内
容
の
検
討
を

進
め
ま
す
。淡
路
で
は
食
を
テ
ー

マ
に
検
討
を
行
い
ま
す
。

開
校
20
周
年
を
迎
え
る
淡
路
景

観
園
芸
学
校
は
、海
外
の
大
学
と

も
連
携
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再

編
し
、教
育
・
研
究
機
関
と
し
て

の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

し
た
教
育
相
談
窓
口
を
試
験
的
に

開
設
し
ま
す
。

▼
教
職
員
の
負
担
軽
減

教
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、地
域
人
材

が
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
業
務
の
一
部
を
担

う
モ
デ
ル
事
業
を
行
い
ま
す
。中

学
校
へ
は
部
活
動
指
導
員
を
配

置
し
ま
す
。

▼
私
立
高
校
の
授
業
料
軽
減

私
立
高
校
に
通
う
家
庭
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、授
業
料
の
軽

減
措
置
を
拡
充
し
ま
す
。平
均
授

業
料
の
上
昇
に
伴
い
助
成
額
の
引

き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、年
収

5
9
0
万
円
未
満
相
当
の
世
帯
を

対
象
に
、国
が
授
業
料
無
償
化
を

行
う
2
0
2
0
年
度
ま
で
の
間
、

国
に
先
行
し
て
、県
独
自
の
段
階

的
な
軽
減
措
置
を
行
い
ま
す
。

多
様
な
人
材
の
育
成

▼
県
立
大
学
の
魅
力
向
上

神
戸
商
科
キ
ャ
ン
パ
ス
の
経
済
、

経
営
学
部
を
2
0
1
9
年
度
か
ら

文
理
融
合
型
の
社
会
情
報
科
学
部

（
仮
称
）
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を

育
成
す
る
国
際
商
経
学
部
（
仮

称
）
に
再
編
し
ま
す
。こ
の
た
め
、

淡路景観園芸学校（淡路市）

次
代
を
担
う

人
づ
く
り

ひょうごつまずきポイント指導事例集

神戸◆開設時間＝月曜～金曜10時～18時
30分、土曜10時～17時30分� 神戸市中央
区東川崎町1-1-3�神戸クリスタルタワー6階�
078（360）9971� 078（360）0071

東京◆開設時間＝火曜、水曜、金曜10時
～18時30分、土曜10時～17時30分� 東京
都千代田区大手町2-6-2日本ビル3階�
03（6262）5995� 03（6262）2730

カムバックひょうごセンター（神戸市中
央区）

UJIターンを促進するため、移住相談や地域の各種支
援策などの情報提供を行う総合窓口を神戸市と東京
都に設置しています。

カムバックひょうごセンター（神戸）
カムバックひょうご東京センター

検索カムバックひょうご
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元
気
な
地
域
づ
く
り

移
住
・
定
住
の
促
進

▼
カ
ム
バッ
ク
ひ
ょ
う
ご
の
推
進

U
J
I

タ
ー
ン
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
で
あ
る
カ
ム
バ
ッ
ク
ひ
ょ

う
ご
セ
ン
タ
ー
を
強
化
し
ま
す
。

兵
庫
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う

た
め
、東
京
、大
阪
か
ら
の
お
試

し
移
住
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

▼
県
内
企
業
へ
の
就
職
促
進

昨
年
末
1
・
36
倍
と
本
県
の
有

効
求
人
倍
率
は
高
い
水
準
で
推
移

し
て
お
り
、人
手
不
足
感
が
強
ま

っ
て
い
ま
す
。若
者
の
県
内
就
職

と
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、引
き

続
き「
ひ
ょ
う
ご
で
働
こ
う
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

兵
庫
型
奨
学
金
返
済
支
援
制
度

は
、補
助
期
間
を
最
長
5
年
ま
で

延
長
し
、中
小
企
業
の
人
材
確
保

を
支
援
し
ま
す
。

面
接
旅
費
、転
居
費
用
助
成
は
、

対
象
地
域
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
企
業
の
採
用
力
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

第
2
新
卒
者
に
対
し
て
は
、転
職

希
望
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

企
業
の
情
報
提
供
を
強
化
し
ま
す
。

県
民
総
活
躍
の
促
進

▼
女
性
の
活
躍
促
進

本
県
の
女
性
就
業
率
は
依
然
低

い
状
況
で
す
。就
業
相
談
や
職
場

の
意
識
改
革
を
促
す
研
修
を
実
施

す
る
な
ど
、女
性
の
活
躍
を
応
援

し
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
活
躍
促
進

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。ひ
ょ
う
ご
・
し
ご
と
情
報
広

場
と
県
民
局
・
県
民
セ
ン
タ
ー
に

就
労
相
談
支
援
窓
口
を
開
設
し
、

シ
ニ
ア
世
代
に
就
職
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

▼
障
害
者
の
就
労
促
進

県
内
企
業
の
障
害
者
雇
用
率
が

初
め
て
2
％
を
超
え
ま
し
た
。障

害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
を
促
進

す
る
た
め
、特
例
子
会
社
や
事
業

協
同
組
合
の
設
立
を
支
援
し
ま
す
。

在
宅
で
行
え
る
仕
事
の
開
拓
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
産

製
品
の
販
売
促
進
な
ど
、所
得
の

向
上
を
後
押
し
し
ま
す
。

産
業
の
活
性
化

▼
次
世
代
産
業
の
育
成

航
空
、ロ
ボ
ッ
ト
、水
素
等
環

境
、健
康
・
医
療
な
ど
の
次
世
代

産
業
を
育
成
す
る
た
め
、中
小
企

業
の
参
入
支
援
、人
材
育
成
を
推

進
し
ま
す
。重
点
分
野
に
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
追
加
し
、第
4
次
産
業

革
命
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。

大
型
放
射
光
施
設
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ

ｇ
—
8
な
ど
を
生
か
し
て
新
材
料

の
開
発
を
進
め
る
た
め
、産
学
官

に
よ
る
放
射
光
利
用
の
推
進
体
制

を
整
備
し
ま
す
。

▼
企
業
の
海
外
展
開
支
援

海
外
に
活
路
を
求
め
る
中
小
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。実
現
可
能
性
調

査
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

J
I
C
A
や
J
E
T
R
O
と
も
連
携

し
て
海
外
展
開
を
後
押
し
し
ま
す
。

▼
起
業
・
創
業
の
促
進

昨
年
開
設
し
た
起
業
プ
ラ
ザ
ひ

ょ
う
ご
は
若
者
を
中
心
に
利
用
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、若
手
起

業
家
向
け
の
支
援
事
業
を
創
設
し

ま
す
。

多
自
然
地
域
に
限
定
し
て
い
た

I
T
関
連
事
業
所
の
開
設
支
援
の

対
象
地
域
を
中
小
都
市
に
も
拡
大

し
ま
す
。高
度
な
技
術
を
持
ち
、

国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
I
T
起

業
家
と
連
携
し
、I
T
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

制
度
融
資
の
新
規
開
業
貸
付
に
、

経
営
者
の
個
人
保
証
を
取
ら
な
い

制
度
を
新
設
し
ま
す
。

▼
企
業
立
地
の
促
進

県
内
へ
の
産
業
立
地
を
強
化
し

ま
す
。支
援
制
度
の
申
請
期
間
を

建
築
確
認
申
請
の
日
ま
で
1
年
程

度
延
長
し
、制
度
の
利
便
性
を
高

め
ま
す
。

▼
も
の
づ
く
り
の
振
興

但
馬
技
術
大
学
校
内
に
県
内
4

カ
所
目
の
も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。但
馬
地
域

の
企
業
の
支
援
拠
点
と
し
て
、独

自
技
術
の
発
掘
・
育
成
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
事
業
承
継
の
促
進

黒
字
経
営
で
あ
り
な
が
ら
後
継

者
が
い
な
い
た
め
に
廃
業
す
る
企

業
が
増
え
て
い
ま
す
。商
工
会
、

商
工
会
議
所
、金
融
機
関
と
連
携

し
て
事
業
承
継
に
悩
む
企
業
を
支

援
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

▼
商
店
街
の
振
興

県
政
1
5
0
周
年
を
記
念
し

た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。次
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

た
め
、若
手
商
業
者
の
発
想
を
生

か
し
た
取
り
組
み
へ
の
支
援
を

強
化
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
基
幹
産

業
化

▼
農
業
経
営
の
法
人
化
促
進

農
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、

農
業
経
営
の
法
人
化
を
進
め
ま
す
。

元
気
な

地
域
づ
く
り

平成29年10月に開設した起業プラザひょうご（神戸市中
央区）

平成30年度の主な事業

障害のある人が地域の障
害福祉事業所で作った雑
貨やスイーツのインターネット
ショップです。新商品も続々
登場しています。ぜひ、アク
セスしてください。 検索＋NUKUMORI
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舎
の
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

肉
用
牛
の
飼
育
を
助
け
る
ヘ
ル
パ

ー
組
織
の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

▼
県
立
森
林
大
学
校
の

本
格
開
校

「
森
林
大
学
校
」
は
、今
秋
、宍

粟
市
内
の
小
学
校
跡
に
移
転
し
、

本
格
開
校
し
ま
す
。よ
り
高
度
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
、森
林

林
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

▼
県
産
木
材
の
利
用
促
進

丹
波
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
が
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

燃
料
材
を
含
む
木
材
需
要
の
拡

大
に
対
応
す
る
た
め
、林
内
路
網

な
ど
林
業
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま

す
。所
有
者
不
明
の
森
林
が
健
全

な
森
づ
く
り
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、集
落
ぐ
る
み
で
行

う
所
有
者
追
跡
調
査
へ
の
支
援
を

始
め
ま
す
。

付
加
価
値
の
高
い
建
築
用
材
の

利
用
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

工
務
店
と
連
携
し
た
県
産
木
造
住

宅
の
展
示
・
相
談
会
の
実
施
や
、木

材
を
耐
火
構
造
部
材
と
し
て
利
用

す
る
た
め
の
研
究
も
行
い
ま
す
。C 

L
T
を
活
用
し
た
林
業
会
館
の
建

て
替
え
も
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

▼
豊
か
で
美
し
い
里
海
づ
く
り

瀬
戸
内
海
を
豊
か
で
美
し
い
里

海
と
し
て
再
生
す
る
た
め
、イ
カ

ナ
ゴ
な
ど
の
水
産
資
源
の
維
持
に

必
要
な
栄
養
塩
類
の
管
理
手
法
の

開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。下
水
処

理
場
の
管
理
運
転
も
行
い
ま
す
。

生
物
の
生
息
環
境
を
改
善
す
る

た
め
、藻
場
や
干
潟
の
再
生
等
を

進
め
ま
す
。

▼
漁
場
の
整
備

漁
場
整
備
に
つ
い
て
は
、日
本

海
で
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
や
ア
カ
ガ
レ
イ

の
増
殖
場
、瀬
戸
内
海
で
第
2
の

鹿
ノ
瀬
構
想
に
基
づ
く
増
殖
場
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

▼
県
産
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
・
発
信

強
化

国
内
外
の
観
光
客
に
但
馬
牛
・

神
戸
ビ
ー
フ
の
魅
力
を
発
信
す
る

拠
点
と
な
る
「
神
戸
ビ
ー
フ
館

（
仮
称
）」
の
2
0
1
8
年
度
中
の

プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策
の
充
実

▼
シ
カ・イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
対
策

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害

は
依
然
深
刻
な
問
題
で
す
。捕
獲

目
標
を
シ
カ
4
万
6
千
頭
、イ
ノ

シ
シ
2
万
頭
に
増
や
し
ま
す
。市

町
の
要
請
に
よ
り
捕
獲
を
代
行
す

る
専
門
家
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
ほ

か
、狩
猟
期
中
の
シ
カ
、イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
を
促
進
す
る
た
め
、捕

獲
報
償
金
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
遠
隔
操
作
で

き
る
大
型
捕
獲
お
り
の
導
入
な
ど
、

I
C
T
を
活
用
し
た
対
策
も
進
め

ま
す
。射
撃
訓
練
や
捕
獲
技
術
の

研
修
を
行
う
狩
猟
者
育
成
セ
ン
タ

ー（
仮
称
）の
整
備
に
向
け
、環
境

調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
シ
カ
肉
の
有
効
活
用

捕
獲
し
た
シ
カ
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、搬
入
、回
収
、処
理
加

工
、流
通
、消
費
の
一
貫
し
た
体
制

を
構
築
し
ま
す
。処
理
加
工
施
設

か
ら
遠
い
場
所
で
捕
獲
さ
れ
た
シ

カ
の
回
収
を
促
す
た
め
、臨
時
置

場
と
な
る
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
の
設
置

や
保
冷
車
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

交
流
人
口
の
拡
大

▼
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興

外
国
人
旅
行
者
数
で
大
阪
、京

都
に
大
き
く
差
を
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。魅
力
発
信
の
強
化
が
必
要

で
す
。神
戸
、姫
路
城
、城
崎
温
泉

を
は
じ
め
、本
県
の
誇
る
観
光
資

源
を
結
び
付
け
た
「
ひ
ょ
う
ご
ゴ

ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
を
S
N
S
で

強
力
に
発
信
し
ま
す
。

兵
庫
の
自
然
や
文
化
を
生
か
し

た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、世

界
最
大
の
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
社
と

の
連
携
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

海
外
で
は
急
速
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。海
外

か
ら
の
買
い
物
客
を
呼
び
込
む
た

め
、商
店
街
の
小
売
店
、飲
食
店

に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

▼
全
国
初
の
旅
券
事
務
所
土
日

開
庁

利
便
性
向
上
の
た
め
、旅
券
事

務
所
を
土
日
開
庁
し
、旅
券
の
申

請
受
付
・
交
付
を
行
い
ま
す
（
た

だ
し
、月
曜
、火
曜
は
閉
庁
）。

▼
国
際
交
流
の
推
進

県
政
1
5
0
周
年
を
契
機
に
、

本
県
と
交
流
を
促
進
し
て
き
た
姉

妹
・
友
好
州
省
等
20
地
域
の
代
表

設
備
の
導
入
助
成
に
よ
り
法
人
化

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、財
務
や

労
務
管
理
な
ど
経
営
面
の
支
援
を

行
い
ま
す
。企
業
参
入
へ
の
支
援

も
拡
充
し
ま
す
。

▼
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成

新
規
就
農
者
を
増
や
し
ま
す
。

農
業
施
設
貸
与
や
農
業
次
世
代
人

材
投
資
資
金
の
交
付
を
引
き
続
き

実
施
す
る
と
と
も
に
、技
術
指
導

や
地
域
へ
の
溶
け
込
み
支
援
を
行

い
ま
す
。U
J
I

タ
ー
ン
就
農
を

促
進
す
る
た
め
、東
京
や
大
阪
で

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
施
設
園
芸
の
普
及
・
拡
大

加
西
に
整
備
し
た
次
世
代
施
設

園
芸
団
地
は
、平
均
す
る
と
一
日

に
ト
マ
ト
約
1
万
1
千
個
、ミ
ニ

ト
マ
ト
約
7
万
3
千
個
の
安
定
出

荷
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。中
山
間
地
域
に
お
い
て
も
経

営
規
模
に
応
じ
た
施
設
園
芸
を
展

開
で
き
る
よ
う
、加
西
拠
点
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
環
境
制
御
機

器
の
導
入
な
ど
、農
家
へ
の
支
援

を
拡
充
し
ま
す
。

▼
畜
産
業
の
規
模
拡
大

但
馬
牛
2
万
頭
増
頭
計
画
の
達

成
を
目
指
し
ま
す
。規
模
拡
大
や

新
規
参
入
す
る
畜
産
農
家
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、賃
貸
す
る
牛

県立森林大学校の実習の様子
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を
招
待
し
、「
姉
妹
・
友
好
州
省
サ

ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
地
域
の
魅
力
向
上

地
域
の
多
様
な
魅
力
の
一
つ
一

つ
に
磨
き
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

国
立
公
園
六
甲
山
で
は
、神
戸

市
と
共
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

策
定
し
、遊
休
施
設
の
再
生
を
促

し
ま
す
。登
山
者
や
外
国
人
観
光

客
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、自

然
保
護
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、名
称
も
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
に
改
め
、現
在
休
館
し
て
い
る

冬
期
も
開
館
し
ま
す
。

四
つ
の
日
本
遺
産
を
生
か
し
た

周
遊
ル
ー
ト
の
開
発
に
も
取
り
組

み
ま
す
。銀
の
馬
車
道
・
鉱
石
の

道
で
は
、明
延
と
神
子
畑
の
接
続

ル
ー
ト
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
運
営

体
制
や
拠
点
施
設
を
強
化
し
、ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定

を
目
指
し
ま
す
。

新
発
見
へ
の
期
待
が
高
ま
る
篠

山
層
群
の
化
石
に
つ
い
て
は
、調

査
範
囲
を
特
定
し
て
本
格
的
な
発

掘
調
査
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

自
転
車
を
楽
し
む
人
が
増
え
て

い
ま
す
。ア
ワ
イ
チ
で
人
気
の
淡

路
島
に
さ
ら
に
多
く
の
サ
イ
ク
リ

ス
ト
を
呼
び
込
め
る
よ
う
、徳
島

県
と
連
携
し
て
、大
鳴
門
橋
へ
の

自
転
車
道
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

▼
県
立
都
市
公
園
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

身
近
な
憩
い
の
場
で
あ
る
県
立

都
市
公
園
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。明
石

公
園
、甲
山
森
林
公
園
の
再
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、有
馬
富
士
公

園
、淡
路
夢
舞
台
温
室
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
検
討
し
ま
す
。

芸
術
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の

振
興

▼
芸
術
文
化
の
振
興

県
立
美
術
館
「
プ
ラ
ド
美
術
館

展
」、兵
庫
陶
芸
美
術
館
「
ひ
ょ
う

ご
の
や
き
も
の
1
5
0
年
」、県

立
歴
史
博
物
館
「
線
路
は
つ
づ
く

—
レ
ー
ル
で
た
ど
る
兵
庫
五
国
の

鉄
道
史
—
」、県
立
考
古
博
物
館

「
ひ
ょ
う
ご
五
国
の
始
ま
り
を
探

る
」
な
ど
県
政
1
5
0
周
年
記
念

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、

記
念
日
で
あ
る
7
月
12
日
か
ら
16

日
の
無
料
開
放
や
、各
館
が
連
携

し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し

ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
ズ
2
0
2
1
関
西
」の
開
催
準

備
を
加
速
し
ま
す
。生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、女
性

ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
を
応
援
す
る

組
織
の
設
立
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
ひ
ょ
う
ご
の
活
性
化
を
支
援

し
ま
す
。秋
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ

ナ
ン
で
開
催
さ
れ
る
「
ア
ジ
ア
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
」へ
の
参
加
ツ
ア
ー
を
募
集
し

ま
す
。

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

未
来
の
ス
ー
パ
ー
ア
ス
リ
ー
ト
の

育
成
を
支
援
し
ま
す
。事
前
合
宿

の
招
致
に
も
市
町
と
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

明延鉱山に残る一円電車（養父市）

県では、平成27年度に策定した兵庫県地域創生戦略に基づき、人口減少社会が抱える構造的な課題に中長期的な視
点で挑む「地域創生」に取り組んでいます。人口の「自然増対策（子ども・子育て対策、健康長寿対策）」、「社会増対
策」と「地域の元気づくり」の4つの戦略目標に基づく施策を展開し、兵庫らしい地域創生の実現を目指します。

地域創生の取り組み 地域創生課� 078（362）4221� 078（362）3950� 検索兵庫県　地域創生

進行する未婚化・晩婚化に対して、出会いイベ
ント・個別お見合い紹介などを通じて独身男女
の出会い・結婚を支援しています。

（本部）� 078（891）7415� 078（381）6829
（東京）� 03（6262）3035� 03（6262）3036

検索ひょうご　出会い

兵庫県公式地域創生
インスタグラム

皆さんから投稿された兵庫
県に関する写真を、写真
共有型交流サイトのインス
タグラムで紹介し、兵庫の
魅力を発信して地域の活
性化につなげます。

検索インスタグラム　兵庫

ハッシュタグ�#lovehyogo

ポータルサイト
「夢かなうひょうご」

兵庫への移住や兵庫で
の就業を考える人に向
け、兵庫の「暮らし」「仕
事」「イベント等」の情報
を発信しています。ひょう
ご�de�START会員に登
録（無料）することで、こ
れらの情報をいち早くお
届けします。 検索夢かなうひょうご

ひょうご出会いサポートセンター
（県内10カ所）

ひょうご出会いサポート
東京センター

平成30年度の主な事業
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自
立
の
基
盤
づ
く
り

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化

▼
地
震
・
津
波
対
策

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、防

潮
堤
な
ど
の
整
備
を
計
画
的
に
推

進
し
ま
す
。日
本
海
側
の
整
備
計

画
も
策
定
し
ま
す
。

▼
避
難
対
策
等

緊
急
時
の
円
滑
な
避
難
を
支
援

す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
情

報
伝
達
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
と
と

も
に
、災
害
時
要
援
護
者
の
個
別

支
援
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

巨
大
災
害
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。わ
が
国
の
防

災
・
減
災
力
の
向
上
に
貢
献
す
る

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
展
示

機
能
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

▼
風
水
害
対
策

豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

第
3
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対

策
計
画
に
基
づ
き
、治
山
ダ
ム
や

砂
防
堰
堤
等
の
整
備
、災
害
に
強

い
森
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。河
川

の
拡
幅
や
洪
水
調
節
施
設
の
整
備

も
行
い
ま
す
。

ま
た
、県
民
や
市
町
が
的
確
に

避
難
判
断
や
行
動
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
防
災
情
報
を
提
供
す
る

C
G
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
利
用
促

進
や
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

指
定
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
た
め
池
対
策

た
め
池
を
総
合
治
水
条
例
の
指

定
貯
水
施
設
に
指
定
し
て
浸
水
被

害
の
軽
減
に
活
用
し
ま
す
。台
風

期
を
通
じ
て
あ
ら
か
じ
め
水
位
を

下
げ
て
大
雨
に
備
え
て
も
ら
う
よ

う
管
理
者
を
支
援
し
ま
す
。

た
め
池
の
安
全
対
策
も
急
が
れ

ま
す
。た
め
池
の
適
正
管
理
を
支

援
す
る
窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、小
規
模
た
め
池
の
台
帳
を
整

備
す
る
な
ど
、下
流
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
池
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

▼
道
路
な
ど
の
老
朽
化
対
策

イ
ン
フ
ラ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
10
箇

年
計
画
に
基
づ
き
、計
画
的
・
効
率

的
な
老
朽
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー・
環
境
対
策

の
推
進

▼
地
球
温
暖
化
対
策

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、う
ち
エ
コ

診
断
の
実
施
体
制
を
強
化
し
、中

小
事
業
所
へ
は
省
エ
ネ
設
備
の
導

入
を
支
援
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
目
指
し
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
小
水
力
発
電
、

家
庭
用
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。

▼
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
方
策

や
水
素
受
け
入
れ
拠
点
の
立
地
可

能
性
を
検
討
し
、取
り
組
み
方
針

を
定
め
ま
す
。県
内
3
カ
所
目
の

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
支

援
し
ま
す
。

▼
廃
棄
物
対
策
の
推
進

海
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、

漂
流
ご
み
、海
底
ご
み
な
ど
海
ご

み
の
効
率
的
な
回
収
、処
理
方
法

に
つ
い
て
国
、市
町
と
連
携
し
て

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
の
解

体
が
今
後
増
え
る
見
込
み
で
す
。

飛
散
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
、解

体
現
場
の
監
視
を
強
化
し
ま
す
。

交
流
基
盤
の
整
備

▼
基
幹
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

基
幹
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地

域
活
性
化
の
基
盤
で
す
。

大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
、神
戸

西
バ
イ
パ
ス
、中
国
横
断
自
動
車

道
姫
路
鳥
取
線
、東
播
磨
道
、山

陰
近
畿
自
動
車
道
、北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道
の
早
期
整
備
、名
神
湾

岸
連
絡
線
、播
磨
臨
海
地
域
道
路

の
早
期
事
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

2
0
5
0
年
を
見
据
え
た
基
幹

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
将
来
像
を

示
す
新
た
な
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

高
速
道
路
の
利
便
性
を
高
め
る

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
を
進
め
ま
す
。淡
路
ハ
イ
ウ

ェ
イ
オ
ア
シ
ス
、山
陽
自
動
車
道

三
木
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
で
の

整
備
を
検
討
し
ま
す
。

▼
港
湾
の
利
用
促
進

姫
路
港
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
、旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
一

帯
の
再
整
備
計
画
を
具
体
化
し
ま

す
。陸
上
輸
送
か
ら
海
上
輸
送
へ

の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
、姫
路

港
と
神
戸
港
を
結
ぶ
内
航
フ
ィ
ー

ダ
ー
航
路
の
開
設
可
能
性
を
探
り

ま
す
。

▼
関
西
3
空
港
の
最
大
活
用

神
戸
空
港
が
民
営
化
さ
れ
、関

西
3
空
港
の
実
質
的
な
一
体
運
営

が
始
ま
り
ま
し
た
。今
後
さ
ら
な

る
航
空
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
、

3
空
港
の
最
大
活
用
に
向
け
た
運

用
の
見
直
し
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

国
を
は
じ
め
、経
済
界
、関
係
府

県
市
に
3
空
港
懇
談
会
の
早
期
開

催
を
働
き
掛
け
ま
す
。

自
立
の

基
盤
づ
く
り

水素ステーション（尼崎市）　岩谷産業株式会社提供

新たに但馬路線に就航するATR42-600
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関西広域連合では、3年間の取り組みの指針となる第3期広域計画（平成29年～31年）に基づき、防災をはじめとする�
7分野の広域事務の実施や広域課題に対する企画調整、国の事務・権限の移譲などに関西一丸となって取り組みます。

関西広域連合の取り組み 広域調整課� 078（362）4006� 078（362）4479

関西への外国人旅行者誘致のため、官民一体となって
設立した広域連携DMO「（一財）関西観光本部」と
連携し、戦略的な観光プロモーションなどを実施します。
さらに、東京オリンピック・パラリンピックやワールドマス
ターズゲームズ2021関西等の開催を控え、関西文化
の魅力などを発信し、国内外にわたり「KANSAI」の知
名度向上を目指します。

オーストラリアにおけるトッププロモーションおよびワールドマス
ターズゲームズ2017オークランド大会における関西大会PR

広域観光・文化・スポーツ振興

救急搬送体制のさらなる充実
を目指し、平成30年3月より鳥
取・兵庫エリアを担当する「鳥
取県ドクターヘリ」の運航を開
始しました。関西全域をドクター
ヘリ7機がカバーし、安全・安心
を支えます。

日本一の出動実績を誇る公立豊岡病
院ドクターヘリ

広域医療

例年実施している関西広域応援訓練

災害に備え、被災者支援を円滑に行うた
め、防災・減災力の向上に向けた事業や、
実効性の確保のための広域応援訓練を
実施しています。さらに、過去の教訓を踏ま
えた調査研究や事前の防災対策のシナリ
オ化など一連の災害対策を担う防災庁の
創設に向けた啓発活動を展開します。

広域防災

▼
但
馬
空
港
の
利
用
拡
大

但
馬
路
線
に
新
機
材
A
T
R
42

—
6
0
0
を
導
入
し
ま
す
。増
え

る
座
席
数
を
生
か
し
て
団
体
旅
行

を
呼
び
込
む
た
め
、旅
行
会
社
が

開
発
す
る
首
都
圏
か
ら
の
団
体
旅

行
商
品
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

▼
地
域
の
移
動
手
段
の
確
保

年
を
取
り
、車
を
運
転
し
な
く

な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。路
線
バ
ス
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、自
家
用
車
な
ど
を
用
い
た

地
域
団
体
の
自
主
運
行
バ
ス
へ
の

支
援
を
拡
充
し
、立
ち
上
げ
を
促

進
し
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
空
き
家
対
策
の
充
実

共
同
住
宅
や
不
動
産
業
者
が
取

り
扱
う
物
件
を
改
修
す
る
場
合
も

新
た
に
支
援
対
象
と
し
ま
す
。事

業
所
に
改
修
す
る
場
合
は
助
成
額

を
増
や
し
ま
す
。閉
鎖
さ
れ
た
事

業
用
建
物
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
空

き
床
を
活
用
す
る
場
合
に
は
改
修

費
や
賃
料
を
助
成
し
ま
す
。

古
民
家
再
生
へ
の
支
援
を
拡
充

し
ま
す
。歴
史
的
建
築
物
に
つ
い

て
は
、ひ
ょ
う
ご
の
近
代
住
宅

1
0
0
選
も
対
象
に
加
え
て
支
援

し
ま
す
。

▼
三
宮
駅
周
辺
の
再
整
備

兵
庫
の
玄
関
口
、三
宮
駅
周
辺

の
再
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。神

戸
市
が
こ
の
3
月
に
策
定
し
た
エ

リ
ア
一
帯
の
整
備
方
針
や
新
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
基
本
計
画
の

早
期
実
現
を
支
援
し
ま
す
。

▼
県
庁
周
辺
の
整
備

本
庁
舎
1
・
2
号
館
や
県
民
会

館
の
老
朽
化
、神
戸
県
民
セ
ン
タ

ー
移
転
後
の
神
戸
総
合
庁
舎
の

活
用
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、

本
庁
舎
周
辺
の
再
整
備
を
検
討

し
ま
す
。こ
の
た
め
、ま
ず
本
庁

舎
1
号
館
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
ま
す
。

地
域
自
立
の
推
進

▼
県
の
情
報
発
信
体
制
の
強
化

県
の
情
報
を
県
民
に
分
か
り
や

す
く
確
実
に
届
け
ま
す
。新
た
に

外
部
の
人
材
を
広
報
官
に
登
用
し
、

S
N
S
の
効
果
的
な
活
用
や
広
報

紙
の
紙
面
刷
新
な
ど
を
進
め
、県

の
情
報
発
信
力
を
強
化
し
ま
す
。

▼
地
方
分
権
改
革
の
推
進

国
の
権
限
と
財
源
を
大
く
く
り

で
地
方
に
移
譲
す
る
地
方
分
権
が

必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、憲
法
に
お
け
る
地

方
自
治
の
本
旨
の
明
確
化
な
ど
を

国
民
的
議
論
に
高
め
る
と
と
も
に
、

国
の
事
務
・
権
限
を
限
定
す
る
新

た
な
法
律
の
制
定
や
実
験
的
な
権

限
移
譲
の
制
度
創
設
を
国
に
提
案

し
ま
す
。

ま
た
、規
制
改
革
の
新
た
な
取

り
組
み
を
始
め
ま
す
。過
去
に
県

や
市
町
が
独
自
に
設
け
た
規
制
が

地
域
活
性
化
の
支
障
と
な
っ
て
い

る
事
例
を
掘
り
起
こ
し
、そ
の
解

消
に
努
め
ま
す
。

空き家を改修した宿泊可能なゲストハウス

平成30年度の主な事業
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県は、阪神・淡路大震災からの創造的復興を成し遂げるため、 約1兆
3千億円に上る震災関連県債を発行しました。この悪化した財政を立て直
し、将来にわたって県民の要請に応えられる行財政基盤を確立するため、
県民の皆さんの理解と協力の下、厳しい改革に取り組んできました。

その結果、平成３０（2018）年度当初予算では、収支均衡をはじめ財
政運営の目標を達成する見込みです。

しかし、本県を取り巻く財政環境は引き続き予断を許さない状況である
ことから、平成３０年度の行革検証の中で２０１９年度以降の行財政運営
の基本的な枠組みを検討していきます。

行財政構造改革の取り組み
（億円）

（年度）

0△150△380 △320△490△1,280

H19 H26 H27 H28 H29 H30

0

△200

200

△600

△400

収支不足額

収支均衡を達成する
見込みです

平成20年度からの取り組み
改　革　内　容

●組織
本庁の部の再編 6部［H19］➡5部［H20～］（▲1部）

※9部体制［H11］から、6部体制を経て、5部体制へ再編

地方機関の事務所の統合再編 111事務所［H19］➡70事務所［H30］（▲41事務所）

●定員 一般行政部門定員削減 8,279人［H19］➡5,795人［H30見込］（▲2,484人）

●給与 役職に応じて抑制措置を実施 給料▲7%（部長・局長級）～▲2.5%（若手職員）　等
※H27から段階的に縮小（H30：管理職以外の一般職員の抑制措置を解消）

●事務事業 限られた財源の中で最大の効果が得られるよう
「選択と集中」を徹底

3,013事業［H19］➡1,612事業［H30］
（▲1,401事業:削減2,728、新規1,327）

●投資事業 地方財政計画の水準を基本に投資規模を見
直し、災害対策・長寿命化対策等にも対応

2,540億円［H19］➡1,600億円［H30当初］
（▲940億円）

●公社
公社等の統廃合 ▲5団体

県派遣職員の削減
※新行革プラン策定後の移管等除く

576人［H19］➡268人［H30見込］�（▲308人）

新行政課 078（362）3045� 078（362）9478 詳細は県ホームページに掲載しています 検索兵庫県　行革

※H19～29：最終予算、H30：当初予算
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放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
は
、「
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
や
「
ひ
ょ
う
ご
チ
ャ
ン
ネ
ル
」（
テ
レ
ビ
番
組
の
み
）で
も
視
聴
で
き
ま
す

県
議
会
は
、豊
か
で
住
み
よ
い
兵
庫
を
実
現
す

る
た
め
、県
民
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
（
任
期

4
年
）
が
、県
政
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
話

し
合
い
、決
め
て
い
く
場
で
す
。

県
議
会
に
は
、定
期
的
に
開
か
れ
る「
定
例
会
」

（
年
4
回
／
2
月
、6
月
、9
月
、12
月
）と
、必
要

に
応
じ
て
臨
時
に
開
か
れ
る
「
臨
時
会
」
が
あ
り
、

全
議
員
が
出
席
し
、県
の
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
会
期
の
中
で
、多
く
の
議
案
な
ど

を
審
議
・
審
査
す
る
た
め
、少
人
数
の
委
員
会
を

設
け
、専
門
的
に
詳
し
く
審
査
し
て
い
ま
す
。

議会広報
PRキャラクター

「兵
ひょうぎはかせ

議博士」

※予算特別委員会は2月定例会で、決算特別委
員会は9月定例会で、それぞれ設置されることが通
例となっています

県
議
会
と
は

議会総合誌
「はい、県議会です。」

年1回発行/議会の役割や仕組
み、常任委員会活動などを紹介し
ています。

本会議の傍聴については

年4回発行（全世帯配布議会広
報紙）/年4回開催される定例会の
審議内容等を紹介します。

ひょうご県議会だより

Kiss FM KOBE

兵庫県からのお知らせ
土曜18時55分ごろ

ラジオ関西

こちら知事室！  井戸敏三です
第2火曜8時7分～33分
ワイド番組「三上公也の情報アサイチ！」に
知事が生出演しています。

兵庫県からのお知らせ
月曜～金曜7時7分ごろ

ラジオ番組

フェイスブック「はばタンなび」
兵庫県マスコット「はばタン」が、観光やイベント情報など「ひょうご
の魅力」をお届けしています。

検索はばタンなび

ライン「はばタン」
兵庫県マスコット「はばタン」が、毎週情報をお
届けします。右のQRコードから「友達追加」を
選択してください。「はばタン」スタンプ販売中。

ツイッター「hyogokoho」
防災情報やイベント、観光情報
などについて発信しています。

検索hyogokoho

さわやか提案箱
県に対するご意見を
募集。

検索さわやか提案箱

メールマガジン ひょうごさわやか通信
県政ニュースやお出掛け情報などを毎週配信
しています。

検索ひょうごさわやか通信

インターネット
ふるさと兵庫＂すごいすと＂
兵庫を元気にしている人やふる
さと兵庫の魅力を発信するネッ
ト情報誌です。

検索すごいすと

兵庫県ホームページ
主要施策、防災情報、イベント等
の県政情報のほか、知事定例記
者会見などを視聴いただけます。�

検索兵庫県

ひょうごチャンネル
県のイベント、広報番組などを動画で
紹介するほか、魅力ある地域資源の動
画素材を無料で提供しています。

検索ひょうごチャンネル

毎月発行（県広報紙）／県の重要施策
をはじめ地域の魅力や取り組み、県から
のお知らせなどを紹介しています。

広報紙・誌
点字広報誌
 「広報ひょうご」
毎月発行／県政の動きなど
を紹介。目の不自由な人に
点字でお届けしています。

声の広報
「愛の小箱」
毎月発行／県政の動きなど
を紹介。目の不自由な人に
CDでお届けしています。�

制作発行：（社福）兵庫県視覚障害者福祉協会

県 の 情 報・魅 力を発 信しています

県
議
会
で
は
、知
事
や
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
予
算
、条
例
な
ど
の
議
案
の

審
議
の
ほ
か
、意
見
書
の
提
出
・
決
議
、

県
政
の
調
査
・
検
査
、請
願
・
陳
情
の

審
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。議
会
に
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、本
会
議
か
ら
関
係
す

る
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、審
査
・
調
査

が
行
わ
れ
た
後
、本
会
議
に
お
い
て
議

決
さ
れ
ま
す
。

知事が実施するも
のは知事へ送付

・提案者による説明
・質疑・意見開陳
・表決

・委員長報告
・委員長報告に対する質疑
・討論
・表決

・議会への提出
・提案者による説明
・質疑・質問
・委員会への付託

議員提出議案・知事提出議案

議
案
成
立
ま
で
の
流
れ

可決した議案

委員会

本会議

本会議

県議会の仕組みや活動状況、傍
聴のご案内のほか、本会議や常任
委員会などの審議状況をインター
ネットによりライブ中継と録画配信
しています。また、県議会フェイス
ブックでは、最新のトピックスなどの
新着情報を提供しています。

県議会ホームページ
県議会フェイスブック

検索兵庫県議会

議会運営委員会

総務、健康福祉、産業労働、
農政環境、建設、文教、警察

常任委員会

予算特別委員会
決算特別委員会

特別委員会※

本
会
議

こんにちは、
はばタンです！
ラインでぼくと
友達になってね！
クイズや写真で
楽しく県の情報を
紹介するよ！

テレビ番組
サンテレビ

日曜8時30分～9時
（再放送：月曜18時～18時30分）
県の取り組みや地域のさまざまな魅力、輝く
人などを紹介する情報番組。

検索ひょうご発信！

「IDOカフェ」コーナー（毎月第3日曜）では、知
事が地域で活躍している人と対談します。

兵庫県広報紙 Hyogo

議会事務局総務課
078（362）3708
078（362）3924
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加東市
157.55
40,656

尼崎市
50.72

450,852

西宮市
99.96

488,158

芦屋市
18.47
94,882

伊丹市
25.00

197,237

宝塚市
101.80
225,497 川西市

53.44
154,814

猪名川町
90.33
30,586三田市

210.32
111,975

神戸市
 557.02

1,530,848

篠山市
377.59
40,556

稲美町
34.92
30,626

明石市
49.42

296,707

高砂市
34.38
89,465

加古川市
138.48
264,630

三木市
176.51
76,226

淡路市
184.32
42,750

洲本市
182.38
42,967

南あわじ市
229.01
45,568

太子町
22.61
33,666

姫路市
534.48
532,422

福崎町
45.79
19,540

小野市
92.94
48,209

西脇市
132.44
39,817

多可町
185.19
20,453

加西市
150.98
43,533

丹波市
493.21
63,076

市川町
82.67
11,832

神河町
202.23
11,065

朝来市
403.06
29,962

たつの市
210.87
76,018

相生市
90.40
29,751赤穂市

126.85
47,227

上郡町
150.26
14,572

佐用町
307.44
16,593

宍粟市
658.54
36,126

養父市
422.91
23,282

豊岡市
697.55
80,323香美町

368.77
17,034

新温泉町
241.01
14,152

播磨町
9.13

33,677

阪神南
県民センター

　　　●

但馬県民局
●

丹波県民局 ●

北播磨
県民局

●

●
淡路県民局

阪神北
県民局

●

西播磨
県民局

●

東播磨
県民局

●

神戸県民センター●

中播磨
県民センター
　 　●

兵庫県庁
●

西
東経134度15分

上郡町行頭

北北緯35度40分
豊岡市竹野町猫崎

東
東経135度28分

川西市黒川

南
北緯34度09分
南あわじ市沼島

県政の総合的な相談窓口
困ったとき、まずは「さわやか県民相談」へ

県政へのご意見・ご要望や、日常生活の相談など。

※通話無料（携帯電話からはつながりません）
※その他、県庁でも受け付け ☎078（371）3733

【相談日時：月曜～金曜（祝休日、年末年始を除く）9時～12時、13時～17時30分】

相続や離婚などの家庭問題、認知症・高齢者、エイズ、登記、住まい、 
交通事故、外国人県民、国の行政、法律の専門相談窓口を開設。

県民総合相談センターでの専門相談

☎078（360）8511

※ 専門相談窓口は開設曜日・時間が決まっているので、事前にご確認ください

月曜～金曜（祝休日、年末年始を除く）
9時～12時、13時～17時30分

電話受付
日時

月曜～金曜（祝休日、年末年始を除く） 9時～17時30分
※12時～13時は転送電話により神戸（県民総合相談センター）で対応

相談
日時

⃝神　戸 0120（16）7830 ⃝中播磨 0120（27）7830
⃝阪神南 0120（13）7830 ⃝西播磨 0120（83）7830
⃝阪神北 0120（47）7830 ⃝但　馬 0120（31）7830
⃝東播磨 0120（26）7830 ⃝丹　波 0120（32）7830
⃝北播磨 0120（61）7830 ⃝淡　路 0120（36）7830

県旗
セルリアンブルーをバックに、波
の形をデザインした「兵」の字を
白く抜き、南北を海に接した県
の姿を象徴しています。

（昭和39年制定）

県花・ノジギク
NHKが郷土の花を募った時、
兵庫県の花として選ばれました。
11月ごろ白い花を咲かせます。

（昭和29年選定）

県鳥・コウノトリ
昭和31年に国の特別天然記
念物に指定。 但馬地域で保
護・増殖、環境整備に取り組み、
平成17年9月、野生復帰に向
けた試験放鳥に成功しました。

（昭和40年制定）

県樹・クスノキ
強健で雄大な姿が県のイメージ
と合います。県の天然記念物に
指定されている樹もあります。

（昭和41年制定）

市町の赤数字は面積（㎢）（平成29年10月1日現在）
市町の青数字は推計人口（人）（平成30年2月1日現在）

ひょうごのすがた

県統計課「兵庫県推計人口」
（平成30年2月1日現在）

549万7,330人人　口

国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」
（平成29年10月1日現在）

8,400.94㎢面　積

20兆6,765億円
県統計課「四半期別兵庫県内GDP速報

（平成30年3月）」（平成28年度速報値）

名目
GDP 
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